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　防災センターの関東・東海地殻活動観測網の全観測点の分布を第 1 図に，それらの座標を第

1 表に示す。新たに 11 観測点が加わり，地震については 1983 年 3 月 31 日までに 44 観測点，4

月 1 日からは 55 観測点による定常観測が行われている。1983 年 4 月末までの観測点ごとの日

別地震回数を第 2 図に，月別の震源分布を第 3 図に示す。

　1983 年 4 月 1 日より，当センターの定常的業務としての震源決定の方法を変更した。おもな変更

内容は，従来 P 波到達時刻のみを用いて行ってきた震源決定に S 波到達時刻をも含めて用いる

ようにした点である 1 ）。この結果，

⑴　観測網外（ 茨城県沖等おもに海域 ）の地震分布に若干の違いが生じた。特に P 波読取りだ

　けを用いて決めていた場合，遠地の地震が異常に引き寄せられるという例があったが，S 波

　読取りを加えることでこれは改善されている。

⑵　観測網内の震源決定位置には大幅な違いは見られない。ただし従来，震源決定には最低 5

　観測点を要していたのが 3 観測点の読取りで充分となり，震源決定率（ 震源決定された地震

　個数 / 検知された地震個数 ）が 47％（ 1982 年 11 月－ 1983 年 3 月 ）から 64％（ 1983 年 4 月 ）

　に向上した。

　上記変更にあわせてマップの形式も 1983 年 4 月から改訂した（ 第 3 図参照 ）。

　標記期間の注目すべき地震活動を摘記する。

⑴　1982 年 12 月 27 日から 1983 年 1 月上旬にかけて三宅島近海に群発活動が見られた 2 ）。

⑵　1983 年 1 月 15 日から 2 月にかけて伊豆大島近海に群発活動が見られた 3 ）。

⑶　1983 年 2 月 27 日 21 時 14 分，茨城県南部 M ＝ 6.0（ 気象庁 ）の地震が発生した 4 ）。

⑷　1983 年 3 月 16 日 02 時 27 分，浜名湖付近に M ＝ 5.5 の地震が発生し，多数の余震が観測され

　た 5 ）。

⑸　1983 年 4 月 8 日から中旬にかけて駿河湾に一連の地震活動が見られた 6 ）。

⑹　1983 年 4 月 29 日 22 時 39 分，富士山南麓に M ＝ 4.6 の地震が発生し，同日中に 2 個の余震

　が観測された 7 ）。

　これらの活動の詳細については本誌別報 2 ）－ 7 ）を参照されたい。
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第 1 表　防災センターの観測点（ 1983 年 4 月現在 ）
Table 1　Observation stations of the NRCDP as of April 1983.
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第 1 図　防災センターの観測点分布（ 1983 年 4 月現在 ）。楕円で囲んだものは新設観
　　　　測点，円で囲んだものは日別地震回数報告点を示す。

Fig. 1　Distribution of the NRCDP stations as of April 1983. The station code enclosed by an ellipse and 
a circle indicates the new station, and the station for which daily frequency of earthquakes is reported, 
respectively.
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Fig. 2　Daily frequency of earthquakes for the representative stations which are shown in Fig. 1.  Numerals are 
threshold levels of the maximum amplitude for counting the number of earthquakes. Broken bars and 
shaded portions mean partial breakes of observation within one day and for more than one day, 
respectively.

第 2 図　観測点ごとの日別地震回数。数値は地震計数時のスレッシュホルドレベル
　　　　（ 片振巾 ），斜線部は長期欠測，破線は 1 日以内の欠測を示す。
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第 2 図　つづき
Fig. 2　（Continued）
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第 3 図　防災センターの観測網による月別震源分布
Fig. 3　Monthly plot of hypocentral distribution by the NRCDP observation net.
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第 3 図　つづき
Fig. 3　（Continued）
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第 3 図　つづき
Fig. 3　（Continued）
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第 4 図　深さ別震央分布（ 1982 年 11 月－ 1983 年 4 月 ）0 － 10km
Fig. 4　Epicentral distributions at different depths （November 1982 - April 1983）.

第 4 図　（ その 2 ）10 － 20km
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第 4 図　（ その 3 ）20 － 30km

第 4 図　（ その 4 ）30 － 60km
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第 4 図　（ その 5 ）60 － 90km

第 4 図　（ その 6 ）90km －
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